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DATA SHEET

FS63DTP
�����プローブ

��
� すべての��で��に��する�����
� �	
�
��
� �1mmのプローブ
� ��
� �	���
� �����のバンドル�� 


��
����
プローブは、��!または"#$を%むす
べての��で&'な�
��を()する*+のファイ
バブラッグ01(FBG)ベースのセンサです。678な�
9�:スプリッタを=�して、�>のセンサを1つの
バンドルとして、��?@のAじBコネクタにFみG
わせることができます。センサの*+H1��によ
り、IいJKでもLい��Mで��できます。
FS63DTP は、HBK FiberSensingNが�#した
newLight ® O�をベースにしており、PQな�R$

と�い��	
をSTする�P
ファイバ・コーティ
ングをW�しています。HBK FiberSensing
は、678な�:ファイバとXY$をZ[しながら、
�\8なセンサ��を()します。これにより、ネッ

トワーク��が_`になり、�>のセンサをAじファ
イバaで��bすることができ、�cMとコストが
deにfgされます。センサの��が>キロメート
ル�れているJGにも�c、�� 
です。このO�
は、j�にk��lで��されているので、�"��
で=�できます。�mno+で、�p8な��$を(
)します。また、ほとんどのq�のインテロゲータと
XY$があります。
このセンサは、Bsスプリッタを=�して、HBK
FiberSensingのtのひずみセンサや�
センサとFみ
Gわせて=�できます。�uについては、 HBK
FiberSensing におvいGわせください。

��とアプリケーション
センサ	

� Iいスペースに�した*+H1��
� �+��のケーブル�yにより、フィードスルーサ

イズを*さくし���{へのセンサの|�を}g
� ~い����
� ���および�s�アプリケーションで、��!ま

たは"#$ �9のあるJKで��に=�できるj
������

� バッテリーや?�の��などのIいスペースでの�
��
��

� ?�8!"に|�をkけません

ファイバブラッググレーティング��
� �#の��noを�7にした��のため、ドリフト

がありません
� ����および�y��>��の|�をkけません
� "#$ �9のあるJKでの�$に�したパッシブ
O�

� �%8な��b�&によりケーブル>fgに��
� データーインテロゲータ(データ�'(c)とセンサ
が���でも=� 


� Aじインテロゲータaの1�のファイバーを=�し
てtのタイプのFBGセンサをFみGわせ 
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��

Ø 0.5
PEEKバッファ

 スパイラルラップ�

 ケーブル�

A

センサ　1

FC/APC または
SC/APCコネクタ

20.0 ±1.0

Ø
1

.0
 ±

0
.1

センサ�HまでのFBGの��は8.0 ±2.0

�u A

センサ　2

センサ　ｎ

...

�� (mm)

�

��キャリブレーション
[-40℃～100℃]

�"キャリブレーション
[-40℃～200℃]

センサ
�
1) pm/℃ 10
��M2) s 1.5
�*
3) ℃ 0.1
�d�&+�4) ℃ ±1 ±1.5
���� ℃ -40～100 -40～200
 ¡�
5) ℃ -20～+80
��¢
、 £¢
 % <95
センサ�の¤げ¥� － （¦¤§ ）
ケーブルの�dプルP
6) N 5
¨©ª� － «¬テープ
�� mm 20±1 x 1±0.1
��7) g 0.5
な®%8) － アルミナ、ピーク、 ormocer®
ブラッグ�� nm 1500～1600（±0.5）
ファイバーのタイプ － SMF-28XY
Bファイバのクラッド�／�1� μm 125/195
ハンドe（FWHM）、³´µ、サイドローブ¶! － ≤0.3 nm, 21±4 %, >10 dB

1) 1550 nm��のFBGを2·した¸�での678なy�
。3¹�3º�&ºを»えたセンサ。
2) 4¼½は5T0.63として�¾されています。5T0.63は、センサが¿�された�
Àbの63.5%に5するまでにÁ6なMです。
3) ����での*Â
0.5pmはインテロゲータFS22SIによる>½
4) このデーターシートに78する、����½をSTするために、データーロガーは、	
が±2pmÄaのものをお=いください。Å48な
トレーサビリティの§'かさは±0.7℃

5) コネクタによってÈ9
6) ケーブルとセンサカプセルののプルフォース。
7) 4 mケーブルでコネクタ�し。
8) ケーブルを%むセンサの����は、RoHS、REACH、ËÌ:{およびÍÎÏÐ�Ñ¿Òに7Óしています。
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#$/%$
ケーブルのÔ; － Ø 0.5 mm peek
ケーブルの¤げ¥�9) mm ＞ 16
ケーブル�10) m 1～4
スパイラルラップÕ® － PTFE
スパイラルラップÖ�11) mm ～5
スパイラルラップ�12) m 0.5～3
コネクタ － FC/APC、SC/APC

9) マンドレル(¥�16mm または30mm のØÙÚのリール)の�りにケーブルをÛき©けて=>したJG、1�のMの�ÜÝÞは0.05dBßà
10) ¿�されたケーブル�でálします。�d 10 cm のマージンがあります。ケーブル�は、コネクタHからプローブ�Hまでので��され

ます。a7とãなるケーブル�をごäåのJGは、HBK FiberSensingまでおvGせください。
11) a7とãなるスパイラルラップの�をごäåのJGは、HBK FiberSensingまでおvGせください。
12) 0.1 mæçで�èされ、マージンは�d10 mmです。 そのtのスパイラルラップ�については、HBK FiberSensing におvいGわせくださ

い。

��&'

�()�な��
K-FS73DTP
オプション
センサ�13) 1～16
センサ��14) 1515, 1520, 1525, 1530, 1535, 1540, 1545, 1550, 1555, 1560, 1565, 1570, 1575, 1580, 1585, 1590 nm.

éり?すことはできません
ケーブル�15) ケーブル�は0.5 mêみで#ëするÁ6があります

ケーブルは1 mと4 mのになければなりません
すべてのプローブでAじ�さです

スパイラルラップ�16) @ì: はい または いいえ
スパイラルラップの�さは、0.1 mêみで�èするÁ6があります
スパイラルラップ�の��は、0.5 m ～ 3 m

ターミネーション シングルエンドコネクタのオプションは¹のとおりです。FC - FC/APC; SC - SC/APC.
センサのバンドルごとに1つのコネクタタイプ

���= RE-67����[-40℃～100℃]
EX-ïð����[-40℃～200℃]

13) ñ々のセンサ（FS63DTP）は、1つのセンサ（FS73DTP）のバンドルとしてëòするÁ6があります。
14) a7とãなる��をごäåのJGは、HBK FiberSensingまでおvGせください。
15) ケーブル�は、O�óAにôって�った、コネクタブーツからセンサカプセルまでの�さです。
a7とãなるケーブル�をごäåのJGは、HBK FiberSensingまでおvGせください。

16) a7とãなるスパイラルラップの�さをごäåのJGは、HBK FiberSensingまでおvGせください。

ホッティンガー・ブリュエル・ケアー（HBK）
〒136-0071　�L !�MNO6-26-5　"QRNOビル6F
TEL：03-5609-7734  FAX：03-5609-2288
www.hbkworld.com  E-mail：hbm-sales@hbkworld.com

78�_はÀöされるJGがあります。�÷øùの7CはすべてúNDlのûE8なFüです。
Dlの Gを¼すものとしてý*されるべきものではなく、また、いかなる�8Hþを�すもの
でもありません。7Cに�ãが�るJGにはドイツI��が&となります。なお%まれるóAは
ドイツI��の�Dであり、すべてûJ�で��されています。
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